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1. はじめに 

サービスのオントロジーは，サービス設計において設計の一

貫性や設計知識の再利用性を高める重要な要素である．実際，

多くの研究者によってサービスのオントロジーに関する研究が

行われている[Baida 05, Ferrario 08, 下村 08]．本研究では，サ

ービス研究の独自的発展にはサービス独自の知見，つまりサー

ビス概念が独自に持つ本質的性質を明らかにする事が重要だ

と考え，サービス概念の研究を行ってきた[住田 10]．そして，サ

ービスと製品機能の比較を通してサービスの本質的な性質を分

析し，それに基づいてサービス概念のモデルと定義を提案した． 
サービスのオントロジーの構築には，先行研究のサービス概

念に関する知見を，ロール概念や is-a 関係等のオントロジーに

おいて基盤となる概念に基づいて再構成する必要がある． 
本稿では，オントロジー構築のための基礎的な考察として，

サービス概念に関わる諸概念の概念的な位置付けを明確化す

る．具体的には，先行研究[住田 10]で直観的な概念を用いて

表されていたサービスのモデル，性質，定義を，ロール概念[砂
川 05]というオントロジー工学において重要な概念を用いて捉え

直し，その意味の明確化と形式化を行う．そして，ロール概念に

基づく考察を通してサービスにおけるプレイヤーとロールの関

係性を明示化する事で，サービスの不均一性が起こる仕組みを，

オントロジー工学的モデルとして明確化する．不均一 性

(Heterogeneity)とは，多くの研究者がサービスの特徴として挙げ

る性質で[Parasuraman 85, Edvardsson 05]，サービスの品質は

工業製品の様に品質が均一ではなくばらつきがあるというもの

である．しかし，ばらつきの程度はサービスの種類ごとに異なり，

ファーストフード店サービスの場合，品質はある程度一定だが，

美容師やメイド喫茶のメイドの様なサービスは人によって品質が

大きく異なる．本考察はサービスの種類間の不均一性の違いと

それが起こる仕組みを明確にする事に貢献する． 

2. サービス概念の性質とモデル，定義 

本研究では，サービス事業者を含めたサービスを提供する仕

組みと構成物(者)を合わせたものをサービスシステムと呼ぶ．ま

たサービスシステムが提供する作用をサービス作用と呼ぶ．以

下では，本考察の基礎となるロール概念と，それに基づくサー

ビス概念の概念化について製品機能との比較を通して述べる． 

2.1  ロール概念 

ロール概念は「あるものが特定のコンテキストの下で果たす役 

割を概念化したもの」と定義される．ロール概念は特定のコンテ

キストに依存して定義されるのに対し，コンテキストに依存せず

に定義される概念を基本概念と呼ぶ．そして，あるインスタンス

がロール概念で定義された役割を担った状態をロールホルダ

ーと呼び，その役割の担い手(プレイヤー)となる概念の所属クラ

スに関する制約をクラス制約と呼ぶ．クラス制約となる概念は，

他の基本概念かロールホルダーの中から選ばれる[太田 11]． 
概念の意味は，それが持つ属性を定義する事で記述する事

ができる．この属性は厳密には，属性(スロット)と属性値によって

構成される．例えば，「人」概念における「身長」属性の場合，身

長が属性(スロット)で，180cm が属性値である． 

2.2 ロール概念に基づくサービス概念の捉え方 

本研究では，サービス作用と製品機能を目的指向の作用(目
的指向作用)の下位概念として位置付けている．目的指向作用

とは，主体が対象に与える状態変化を目的の下で解釈したもの

である．実際，先行研究[住田 09]において，経営学，経済学，

工学など様々な分野の代表的なサービスの定義 15 個から概念

的性質を抽出し，同じ概念に基づくものをグルーピングして「提

供」「プロセス」「価値」の 3 つがサービスの基盤的な概念だと見

出した．これらは製品の機能概念にも当てはまる．製品の機能

概念は先行研究[來村 02]によれば「ある目的の下で装置が対

象に与える状態変化を解釈したもの」と捉えられる．サービス概

念における，ある者が別の者に与える「提供」は，製品機能にお

ける，装置が対象物に状態変化を与える事に対応し，時間的変

化である「プロセス」は状態変化に対応し，「価値」は要求など何

らかの目的に基づくので解釈された機能と対応する．この様な

サービス作用と製品機能の対応関係から両概念は同型であり，

それを抽象化した目的指向作用が上位概念に位置づけられる．  
これらをロール概念に基づいて説明する．機能概念に関する

先行研究[來村 05]より，機能概念は「ある目的をコンテキストと

した振舞(状態変化)が担うロール」と捉えられる．ここでの機能

は目的指向作用を指す．これに基づけば，サービス作用は，あ

る目的に基づくサービス作用発揮コンテキストにおける，状態変

化が担うロールと捉えられる．このサービス作用発揮コンテキス

トは，主体，作用，対象ロールからなり，これを図示したのが図 1
の青三角形である．そして，これらのロールを担うのは，主体ロ

ールであれば従業員，対象ロールであれば顧客である．これら

はサービスシステムのロールホルダーであり，それらによってサ

ービスシステムが構成されると捉えられる．サービスシステムを

図示したのが図 1 の橙色の三角形である．また 2.3.(3)の環境

設計性で述べる様に，サービスの場合は環境まで含めて設計

するので，サービス作用を発揮する際の周囲の環境(これをサ

A service ontology contributes to service modeling, model sharing and service design. The aim of this article is to investigate an 
ontological foundation for establishing a service ontology. Our approach is based on the “role concept”, which is one of the most 
fundamental concepts in ontology engineering. Based on a theory of the role concept, we propose an ontological model of service as a 
more precise model than that in our previous work. Then, we clarify semantics of essential characteristics of service based on the model. 
In addition, we explain the heterogeneity of service. Finally, we refine our definition of the notion of ‘service’ which reflects essential 
characteristics of service and show its advancement through the comparison with the existing ones.   

3G1-1 

連絡先：住田光平，大阪大学 産業科学研究所，知識システム研究分野，

〒567-0047 大阪府茨木市美穂ヶ丘 8-1, Tel: 06-6878-8416,   
Fax: 06-6879-2123, Mail: sumita@ei.sanken.osaka-u.ac.jp 



 

 

ー

サ

は

ロ

で

ー

顧

え

客

ニ

機

け

テ

ら

化

い

よ

の

(製
ス

製

境

発

変

ダ

コ

れ

図 1：ロール

図 2：ロ

ービス環境と呼

サージ店サービ

はマッサージ主体

ロールを担う従業

である「マッサー

ージの対象ロー

顧客となる人間

えばクリーニング

客の人間でなく衣

ニング店の店舗

製品機能もサ

機能概念は，あ

ける状態変化が

テキスト(図 2 緑

らなり，それぞれ

化が担う．ただし

い．製品機能発

より広く見れば製

の役割を持って

製品)使用コンテ

スシステムに対応

製品の役割(製品

境などのロールか

発揮コンテキスト

変化等が使用コ

ダーである．しか

コンテキストは対

れ方は大きく異な

The 25th

ル概念に基づく

ロール概念に基

ぶ)もサービス

ビスの場合，リラ

体ロールであり

業員ロールホル

ージ師ロールホ

ールを担うのは顧

がサービス対象

グ店サービスの

衣服が担う．ま

やその内装等が

サービスとほぼ同

ある目的に基づ

が担うロールと捉

緑三角)も同様に

れ製品，製品機

し厳密にはこれ

揮コンテキスト

製品は，家庭や

て使用されている

テキストと呼び

応する．このコ

品使用役割ロー

からなる(図 2
トの各ロールを

コンテキストにお

かし，(製品)使用

対応するものと述

なる．次節で，こ

h Annual Conf

くサービスシス

基づく製品機能概

システムに含ま

ックス作用を発

り，これを担うの

ルダー(正確に

ホルダー」)である

顧客となる人間

象ロールを担う

の場合，サービス

また，サービス環

が担う． 
同形のものとし

く製品機能発揮

捉えられる．この

に主体，対象，製

機能の対象，対象

れらが直接ロール

は製品と対象間

や会社などの場

る．この様な場

，これはサービ

ンテキストは，使

ール)や，その使

破線の青領域

を担うのは，正確

おけるロールを

用コンテキストと

述べたが，実際

これを詳細に議

ference of the 

ステムと作用の

概念のモデル

まれる．例えば

発揮する主体ロー

のはサービス従事

は，その下位概

る．同様に，マ

である．但し，常

うわけではない

ス対象ロールは

環境ロールはク

て捉えられる.製
揮コンテキストに

製品機能発揮

製品機能ロール

象に与える状態

ルを担うわけでは

間を指すものだ

場面において何

場面(コンテキス

ビスにおけるサー

使用場面にお

使用者，周囲の

域)．そして製品機

確には製品や状

を担ったロールホ

とサービスシステ

際にはその意識

議論する．  

Japanese Soc

- 2 - 

のモデル

 

ばマッ

ール

事者

概念

マッサ

常に

い．例

は顧

クリー

製品

にお

揮コン

ルか

態変

はな

だが，

何らか

ト)を
ービ

ける

の環

機能

状態

ホル

テム

識のさ

ま

サー

ービ

作用

に積

ある

従業

場合

はベ

して

2.3

先

較し

等の

して

(1)

本

観点

合は

用分

され

以下

i.

サ

品質

レイ

的な

ージ

ても

する

見え

顧客

ジ師

(例
対す

意識

ステ

で，

な

れは

値か

プレ

はサ

識し

確に

述べ

喫茶

ciety for Artifi

また図 2 は，先

ービスモデル」の

ビスモデルとは

用対象からなる

積み上げたモデ

る経営者，メタ/ベ
業員等，作用要

合顧客となる．ベ

ベース作用を直

て，これらはサー

3 サービスの

先行研究[住田

し，主体作用分

のサービスの本

て形式化するた

主体作用分離

本研究では，サ

点から見た作用

は作用と主体が

分離性がある，

れておらず一体

下の 2 つの観点

作用の品質の

サービスの場合

質に対して興味

イヤーはそれが

な理由で興味を

ジ師を指名する

も同じ程度の技

ると考えられる．

えるが，実は作

客は主体をサー

師ロールホルダ

：マッサージ師

する認識は弱い

識する順は，作

テムのロールホル

プレイヤーへの

なお，後述の不

は作用の品質が

から大きく影響を

レイヤーを意識

サービスシステ

しており，ロール

に意識されるた

べる非所有性に

茶のメイドの場合

図 3：

icial Intelligen

先行研究[住田

の基本モデルに

，作用提供者，

基本モデル(図
デルである．作

ベース作用実行

要求者は顧客，

ベース作用とは

直接または間接

ービスというコン

性質の再考 

09]ではサービ

分離性，非所有

本質的性質を抽

めに，ロール概

離性 

サービスと製品機

用と主体の関係

が分離している

と呼ぶ)．一方，

体化している様に

点から説明できる

の観点からの主

合，作用要求者

味を持つが，サー

が所望の品質の

を持つ．実際，マ

る行為が見られ

量を持つ者であ

これは，一見顧

作用の品質を指

ービスシステムの

ダー)として意識

ロールを担うプ

い．つまり，マッサ

作用の品質，主

ルダーとなり，最

の意識のされ方

不均一性におけ

がロールでなくプ

を受けるサービ

識している様に見

テムのロールホル

ルホルダーの存

ため，間接的な意

による主体作用

合も主体と作用

マルチレイヤ

nce, 2011 

10]で提案した

に対応する．マ

，作用受容者，

図 3 の A,B,C,D
作用提供者はサ

行主体はサービ

メタ/ベース作

は顧客が望む作

接的に可能にす

ンテキストのロー

ビス概念と製品

有性，環境設計

抽出した．それら

概念等を用いて

機能との大きな

係にあると考える

る様に顧客に感

製品機能の場

に感じられる．こ

る． 
主体作用分離

者である顧客は

ービス作用主体

の作用を提供で

マッサージ店で

れるが，他のマッ

あれば，顧客は

顧客は主体を指

指定していると捉

のロールホルダ

しており，それ

プレイヤーである

サージサービス

体ロールホルダ

最後にプレイヤ

方は間接的であ

ける例にメイド喫

プレイヤーで定

ビスである．この

見えるかもしれな

ルダーを介して

存在は製品機能

意識の仕方と言

用分離性も成り

用は分離している

ヤーサービスモ

た「マルチレイヤ

マルチレイヤー

作用実行主体

D の組)を多層

サービス事業者

ビスを実際に行

作用対象は多く

作用で，メタ作

る作用である．

ルと見なせる．

品機能概念とを

計性，時間特定

らをオントロジー

て精密に議論す

な違いは，顧客

る．サービスの

感じられる(主体

場合，両者は分

これらの違いは

性の発現 

は，第一に作用

体ロールを担う

できるかという二

では特定のマッ

ッサージ師であ

は多くの場合満

指名している様

捉えられる．つま

ダー(例：マッサ

を担うプレイヤ

る A さん自身)
スに対して顧客

ダー，サービス

ヤーを意識する

あると言える．

喫茶が出てくる．

定義される属性

の場合，ロールよ

ない．しかし顧

てプレイヤーを

能に比べれば

言える．また次

立つため，メイ

ると言える． 

モデル 

ー

サ

体，

的

者で

行う

の

用

そ

 

比

性

ーと

する． 

客の

場

体作

分離

は，

の

プ

次

ッサ

あっ

満足

様に

まり

ー

ー

)に
客が

スシ

の

こ

性の

より

客

意

明

次で

イド



The 25th Annual Conference of the Japanese Society for Artificial Intelligence, 2011 

- 3 - 

*1:筆者らは，不均一性は単に主体が人間か製品かの違いを述べている
だけであり，サービスの本質的性質であると考えていない．また著名な研
究者らも，これをサービスの本質的性質とする事の問題点を指摘している
[Edvardsson 05]． 

表 1：サービス間の作用品質に影響する属性の定義され方の違い 
サービス 

(提供する作用) 

属性スロットが定義 

されている概念 

(属性スロットの例) 

ロールに

よる属性

値の制約

作用の 

品質の 

ばらつき

マッサージ店 

(リラックス作用) 

ロール 

(マッサージ技術の高さ) 

中 中 

ファーストフード店 

((単純な)給仕作用) 

ロール 

(業務内容，服装 など) 

強い 小 

メイド喫茶 

((メイド的)給仕作用) 

プレイヤー 

(容姿，声 など) 

― 
(制約無し)

大 

※ 但し，属性値はいずれもプレイヤーに由来している． 

一方，製品機能の方も，前節で述べた様に，(製品)使用コン

テキストのロールホルダーが製品機能発揮コンテキストのロール

を担うという点では同じである．しかし，製品設計時に意図され

た機能(本質的機能)を使用する場合，例えばマッサージチェア

をマッサージに使用する場合，製品機能発揮コンテキストの製

品機能主体ロール(例：マッサージ作用の主体ロール)とそれを

担う使用コンテキストの製品使用役割ロール(例：マッサージす

る役割ロール)はほとんど違いがなく同一視できる．このため，ユ

ーザは使用コンテキストの製品使用役割ロールを特に意識する

ことなく，プレイヤーである製品が直接，製品機能主体ロールを

担っている様に意識する．このため，ユーザにとって 作用(製品

機能)とプレイヤーである製品との結び付きが強くなり，サービス

の様に作用とプレイヤーが分離したようには意識されない． 
ii. 非所有性による主体作用分離性の発現 

製品機能の場合，作用実行主体である製品はユーザの所有

物のため，ユーザにとって作用実行主体は固有的である．その

ため，ユーザの作用実行主体に対する意識は強くなり，作用が

作用実行主体から分離した様に意識されない．一方サービスの

場合，作用実行主体は作用要求者である顧客によって所有さ

れておらず，主体は顧客にとって製品の様に固有的でなく匿名

的である．サービスでは，この主体の匿名性によって主体よりも

それが果たす作用に対する意識が強くなるため，顧客から見れ

ば作用が主体から分離した様に意識される． 

(2) 不均一性 

サービスの不均一性は，サービス作用の品質の不均一性に

よって捉えられる．作用の品質は主に主体の属性値に依存する．

主体がロールホルダーの場合，属性(スロット)自体はロールか

プレイヤーで定義されるが，属性値はプレイヤーに由来する．

但し属性値の取り得る範囲はロールによって制約される．つまり，

制約が緩ければ作用の品質のばらつきは大きくなる． 
サービスと対比される製品は，同じ型であれば同じ設計に沿

って製造され，個体間の属性値の違いは非常に小さく，機能

(作用)の品質のばらつきも非常に小さい．一方サービスでは，

主体は製品の場合もあるが典型的には人間である．人間は製

品と違い，その作用を発揮するために存在するわけでなく，作

用の品質に影響する属性値のばらつきは大きい．結果，多くの

サービスにおいて品質のばらつきが大きくなり，これが多くの研

究者が不均一性をサービスの特徴と見なす理由と考えられる*1 
ロール概念に基づき典型的なサービスの間の品質のばらつ

き方の相違を説明する．例として典型的なサービスであるマッサ

ージ店，画一的で品質が均一なファーストフード店，属人性が

高く品質のばらつきの大きいメイド喫茶をあげる．マッサージ店

のリラックス作用の品質は，ロールの属性(スロット)である「マッサ

ージ技術の高さ」の値に依存する．ただマッサージ店ではある

程度の品質を保証するために，一定以上の「マッサージ技術の

高さ」の値を持つ者しか，マッサージ主体ロールを担えない様

に制約をかけている．一方，制約を強めて属人性を排除し，品

質を均一化したものがファーストフード店である．同じ品質のサ

ービスの提供と業務の効率化のために，業務内容や服装等が

詳細に規定されている．これは，ロールによって属性値が決め

られていると捉えられる．一方でメイド喫茶サービスの品質に影

響を与える属性(スロット)は容姿，声等であるが，これはロール

でなくプレイヤーの属性である．そのため，ロールによる値の制

約がかからず，品質のばらつきが大きくなると説明できる．以上

を整理したものが表１である．つまり，これらの例の品質のばら

つきの違いは，品質に影響する属性(スロット)が定義されている

のがロールかプレイヤーなのかという事と，更にロールであるな

らばロールによる属性値の制約の大きさに起因すると言える． 

(3) 環境設計性，時間特定性 

環境設計性は，サービスの場合，顧客の周りの環境まで設計

するが，製品機能の場合，それができないという性質である．ま

た，時間特定性は，サービスの場合，例えばマッサージ 1 時間

3000 円という様に顧客は時間を意識するが，製品機能の場合

は，製品はユーザの所有物であるため，いつでも使用でき，サ

ービスと比べユーザは時間をあまり意識しないという性質である． 
これらを 2.3.(1).i で述べたコンテキストの存在の強弱という違

いを基に説明する．環境設計性の場合，サービスにおいてはサ

ービス事業者が店舗等の顧客の周囲の環境をサービス作用の

効果が高まる様にサービスシステムを設計するので，顧客はサ

ービスシステムコンテキストを明確に意識する．一方，製品機能

の場合，メーカーはユーザ製品を使う環境まで指定できず，サ

ービスの様に製品機能の効果を高めるように環境を設計できな

い．更に製品の本質的機能を使用するならば，ユーザには製

品機能発揮コンテキストと使用コンテキストのロールはほぼ同じ

に見える．そのため，製品機能の場合ユーザは環境を含む使

用コンテキストをサービスほど強く意識しない．時間特定性の場

合，サービスにおいては顧客が常にサービスシステムの作用要

求者ロールを担い続ける事はなく，ロールを担う時間は限定的

である．一方で製品機能の場合，ユーザは所有し続けている間

ユーザロールを担い続けるので，ロールを担っている時間も曖

昧にしか意識されないと説明できる． 

2.4 サービス概念の定義 

本研究では，サービス概念を以下の様に定義する． 
サービスは，実行環境に埋め込まれた機能で，サービス受容

者の視点から見て実行主体から切り離されたものを言う．(ここ

での機能とは，あらゆる種類のエージェントによって発揮される

目的指向の作用を意味する．) 
補足 1．サービス提供者は(a)サービスの質に関する保証

と広告を行い，(b)サービス内容の設計とサービス実行主体

の訓練を行い，(c)結果として起こる作用の価値を最も高める

ように実行環境を設計する．サービス提供者はあらかじめ設

計された環境において上手く実行されると期待される機能(こ
れが「実行環境に埋め込まれた機能」である)を販売する．サ

ービス受容者は，第一義的に機能の品質に興味を持つので

あり，機能の実行主体に対する興味は相対的に弱く，機能

が実行主体から切り離されたように見える． 
補足 2．サービスには複数の階層があり，上の階層のサー

ビスは下の階層のサービスを可能にしている．ベースレベル

は，サービス受容者が関わる日常のイベントに対応し，サー

ビスまたは(製品)機能発揮がそれになりえる． 
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補足 3．サービスが発揮する機能が提供者によって意図さ

れている場合，それを本質的サービスと言い，そうでない場

合，偶発的サービスと言う． 
 本定義の「サービス受容者の視点から見て実行主体から切り

離された」という部分は主体作用分離性に基づいている．主体

作用分離性を定義に含む事で，既存研究の無形性等が実行

主体から切り離されたサービス作用に注目した性質であると説

明できる．更に「実行環境に埋め込まれた」という部分は環境設

計性と時間特定性を表している．そして，サービス提供者の意

図に合致するか否かの類別は，機能概念における本質的/偶発

的機能の類別[來村 09]に基づき本質的なサービスと偶発的な

サービスを区別するためのものである．この様に本定義はサー

ビスの本質的性質を含む事でサービス概念の本質を捉え，更

に機能概念研究の知見をも含むものである．なお，本定義では，

サービスの代表的な性質とされる非所有性を明示的には含まな

いが，非所有性から導かれる主体作用分離性や時間特定性等

を含むため，実質的に反映された定義となっている． 

2.5 既存研究の概念の位置付け 

本研究の定義は一見，既存の定義にある概念が含まれてい

ないように見えるかもしれないが，それらの多くは本定義の中で

説明できる．まずサービス工学における下村らの定義[下村 08]
は「サービスの供給者であるプロバイダが，対価を伴って受給者

であるレシーバが望む状態変化を引き起こす行為」というもので

ある．「対価を伴って」という部分は，ボランティアなど無償のサ

ービスがあるため本質的性質と言えない．その部分を除けば

「供給者」「受給者」は本定義の「実行主体」「サービス受容者」と

して，また「望む状態変化を引き起こす行為」は顧客の要求を目

的とする目的指向作用と捉えられる．この様に下村らの定義は

製品機能との差別化の無い目的指向作用としてサービスを定

義しているため，製品機能と差別化する性質を反映していると

いう点で本定義の方はより精緻な定義である言える．  
次に IBM の定義は”A service is a provider/client interaction 

that creates and captures value.”というものである[IBM]．これは，

コンサルティングサービス等を主に想定したものと思われるが，

製品を利用する事にも当てはまる．なぜなら，例えば洗濯機の

利用は通常サービスと呼ばないが，洗濯機とユーザの間には当

然，操作等のインタラクションがあり，これによって「衣服の清潔

さ」という価値を生み出していると言える．本定義は，製品機能と

の差別化という点でより精緻な定義であると言える． 
Guarino らのサービスの定義は”A service is present at a time t 

and location l iff, at time t, an agent is explicitly committed to 
guarantee the execution of some type of action at location l, on the 
occurrence of a certain triggering event, in the interest of another 
agent and upon prior agreement, in a certain way.”というものであ

る[Ferrario 08]．本研究の定義はサービスを作用の実行として

捉えているが，この定義では実行でなく実行が保障されている

状態を指す点が大きく異なる．ただ，このサービス実行の保証

の概念は，製品のメーカーも製品が正しく機能を発揮できる事

を保証して販売するので，製品機能と差別化できてない．そし

て，この定義でサービスの時間と場所を特定している点は，

2.3.(2)項の時間特定性と環境設計性に対応する．また”in the 
interest of another agent”という部分は，本定義の補足 1(C)に基

づき，他者の利益を目的とする目的指向の作用と捉えられる．

更にこの定義の実行の保証や開始トリガーといった概念は，本

定義では補足 2 のメタ/ベース階層というより一般的な観点で概

念化している．またこの定義はサービスの提供側からのものだ

が，本定義では補足 3 で提供側だけでなく受容側の視点も考

慮している．以上より，本定義は Guarino らの定義よりも詳細か

つ多様な観点を考慮した定義であると言える． 

3. まとめ 

本稿では，サービスのオントロジー構築という目的の下，先行

研究のサービス概念とその性質を，オントロジー工学において

重要な概念であるロール概念に基づいて，意味の精緻化と形

式化を行った．具体的には，先行研究で提案したサービス概念

のモデルをロール概念に基づき再定義し，モデルの意味を厳

密化した．これによってより精緻にサービス概念を捉える事がで

き，その性質の意味もより精密に議論できた．そして，特に筆者

らがサービスの本質的性質と考える主体作用分離性に関して，

作用の品質と所有関係の 2 つの観点からそれが発現する仕組

みを詳細に分析した．またサービスの不均一性についても本考

察を基に発現する仕組みを説明できた．最後に本考察を基に

してサービス概念を再定義し，これが既存研究にない概念や性

質を含んだより精緻な定義である事を示した． 
サービスには膨大な業種が存在するが，「サービス」の工学

の確立のためには，業種に固有の知識だけでなく，サービス一

般に共通する知識が重要であり，それを適切に捉え組織化する

枠組みが求められる．本研究のサービス概念に関する考察は，

そのための基礎となるものである．今後，本考察に基づいてサ

ービスのオントロジーの構築を行い，多様なサービス知識を，一

貫性を持って扱える，再利用性と相互運用性の高いサービス知

識記述の枠組みと記述支援システムを開発する予定である． 
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